
令和７年度環境省行政事業レビュー外部有識者会合 

議事概要 

 

１．日  時：令和７年５月１４日（水）１３：３０ ～ １６：００ 
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４．議事次第： 

（１）開会 

（２）外部有識者紹介  

（３）令和７年度行政事業レビュー公開プロセス対象事業の選定について 

（４）その他 

（５）閉会 

 

５．議事概要： 

○事務局より公開プロセス対象候補事業として、以下の６事業を提示。 

 ・プラスチック資源循環等推進事業費 

・国民公園等魅力向上推進事業 

・放射線の健康管理・健康不安対策事業 

・潮流発電による地域の脱炭素化モデル構築事業 

・イノベーション創出のための環境スタートアップ研究開発支援事業 

・モビリティ大気汚染対策推進費 

 

○外部有識者からの主なコメント 

■プラスチック資源循環等推進事業費 

・3R 推進事業について、リサイクルに力を入れる傾向を感じるが、リデュースもしっかりと取り組ん

で頂きたい。 

・長期継続事業であり、真に政策目的に適っているかについて再評価する必要がある。 

 

■国民公園等魅力向上推進事業 

・KPIについて、環境省としての大義名分が希薄ではないかと感じる。 

 

■放射線の健康管理・健康不安対策事業 

・住民の方などの不安解消のため、甲状腺検査の実施や周知も大変重要であり、引き続き継続して取

り組んで頂きたい。 

・予算規模が最も大きい事業であり、ロジックモデルの妥当性、事業目的に照らした事業内容・指標

の妥当性など検討すべき余地が多分にあると考える。 

・重要な事業であり、ロジックモデルの見直し等を実施し、より効果的な事業にしていく必要がある

と考える。 

・リスク評価の多様性を鑑み、不安の解消のための方法論やアウトカムの設定をどうするかについて

検討する必要があると考える。 

・予算規模が大きい事業であり、全体の詳細な内容を議論すべきではないかと考える。 

 

■潮流発電による地域の脱炭素化モデル構築事業 

・予算規模が大きい事業であり、クリアすべき課題が多く残されていると感じる。今年度が最終年度



ではあるものの、今後も後継事業が想定されるのであれば、今後の見通しや方向性も含めた説明が

必要であると考える。 

 

■イノベーション創出のための環境スタートアップ研究開発支援事業 

・ビジネス化までの時間軸も含めての検討が必要であると考える。 

・スタートアップ向け研究開発支援については、経産省等を含む他省庁でも実施されている認識であ

り、引き続き連携して取り組んで頂きたい。 

 

■モビリティ大気汚染対策推進費 

 ・自動車排ガスについては、人の健康に影響を与えるものであり、今後も本対策の必要性を説明・対

応していく必要があると考える。 

 

○とりまとめ 

外部有識者による投票の結果、「プラスチック資源循環等推進事業費」３票、「国民公園等魅力向上推

進事業」１票、「放射線の健康管理・健康不安対策事業」６票、「潮流発電による地域の脱炭素化モデル

構築事業」２票、「イノベーション創出のための環境スタートアップ研究開発支援事業」１票、「モビリ

ティ大気汚染対策推進費」１票であった。 

投票数の多かった「プラスチック資源循環等推進事業費」及び「放射線の健康管理・健康不安対策事

業」の２事業を公開プロセスの対象事業とした。 

 


